
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党杉並区議会議員 

週
刊 

です 

こんにちは 
こ う へ い 杉並区善福寺２－２－１１ 

TEL 090-9973-0941 

ホームページ 

http://yamadakohei.jp 
 

右ＱＲコードを 

ご活用下さい 2026.4.16 №556 

基本報酬引き上げ求め、国に意見書を提出 
訪問介護の基本報酬引き上げを！ 陳情を採択 

 

 

そ
の
結
果
、
訪
問
介
護
の
離
職
が
増
加
、
人
材
が
確
保
出

来
ず
、
事
業
所
経
営
難
や
事
業
撤
退
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

質
疑
で
は
、
一
時
的
な
補
助
や
加
算
だ
け
で
は
十
分
な
改

善
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
、
安
定
的
な
運
営
の
た
め
に

は
基
本
報
酬
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
杉

並
区
も
同
様
の
認
識
を
持
ち
、
国
に
改
善
を
働
き
掛
け
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

質
疑
を
通
じ
て
、
地
域
で
の
暮

ら
し
を
支
え
る
介
護
基
盤
そ
の
も

の
が
揺
ら
い
で
い
る
実
態
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
状
況
の
背
景
に
は
、
介
護

現
場
で
の
賃
金
水
準
や
労
働
環
境

面
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
全
産
業
の
平
均
賃
金
と
比
較

し
て
介
護
職
の
賃
金
は
月
額
７
～

８
万
円
も
低
く
、
格
差
の
拡
大
が

深
刻
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
国
は
介
護
職
の
報

酬
引
き
上
げ
に
も
極
め
て
消
極
的

で
あ
り
、
問
題
が
改
善
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
、
国
は
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
（
令
和
６
～
８
年
度
）

で
、
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を
引

き
下
げ
ま
し
た
。 

賛
成
35
反
対
11
で
可
決 

交
渉
会
派
で
自
民
党
は
反
対 

杉
並
区
議
会
第
一
回
定
例
会
最
終
日
3
月
31
日
、
保
健

福
祉
委
員
会
が
開
か
れ
、
陳
情
審
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

訪
問
介
護
は
深
刻
な
状
況 

基
本
報
酬
の
引
き
上
げ
は
急
務 

保
健
福
祉
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
国
に
対
し
て
訪
問

介
護
の
基
本
報
酬
引
き
上
げ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳

情
」
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
審
査
で
は
、
介
護
現
場

の
深
刻
な
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

杉
並
区
が
取
り
組
ん
だ
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
実
態

調
査
で
は
、
介
護
現
場
の
深
刻
な
人
手
不
足
や
事
業
所
経

営
の
困
難
な
実
態
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「訪問介護の基本報酬の引上げを求める意見書」の賛否 
 （賛成○３５ ： 反対×１１／ 可決） 
  に対する賛否 （賛成３２：反対１４／可決） 会 
派 

● 

人 
数 

自 
民 

共 
産 

公 
明 

立 
憲 

シ 
杉 

維 
無 

無 
都 

安 
心 

参 
政 

革 
新 

自 
由 

杉 
わ 

無 
杉 
ク 

ｆ 
ｒ 

国 
民 

杉 
立 

8 6 6 5 5 4 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

賛 
否 

× 〇 〇 〇 〇 〇3 
議長1 

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × 〇 〇 

※賛否や会は名称については前頁の表を参照してください。 

 

審
査
の
結
果
、
多
く
の
会
派
が
認
識
を
共
有
し
、
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、
杉
並
区
議
会
と
し

て
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

一
方
、
自
民
党
は
陳
情
・
意
見
書
に
反
対
し
ま
し
た
。
他

自
治
体
で
は
自
民
党
も
含
め
交
渉
会
派
が
一
致
し
て
意
見

書
を
提
出
し
て
い
る
事
例
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
杉
並
区

で
は
、
現
場
の
厳
し
い
実
態
に
向
き
合
っ
て
い
る
と
は
言
い

難
く
、
介
護
職
員
や
事
業
者
の
切
実
な
声
に
応
え
る
姿
勢
が

極
め
て
消
極
的
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

今
回
の
意
見
書
提
出
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
国
の
責
任

で
制
度
の
見
直
し
が
進
む
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

国に提出した「意見書」。山田が起案

し、保健福祉委員会委員の賛同者の

意見を反映したものです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

一コマ 

日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
は
、
区
内
の
労
働
者
団
体
と
連
携
し
、

委
託
事
業
等
で
働
く
労
働
者
の
労
働
報
酬
下
限
額
（
最
低
賃
金
）

の
引
き
上
げ
を
目
的
に
、
公
契
約
条
例
の
制
定
に
取
り
組
み
、
前
・

田
中
区
政
の
も
と
で
実
現
し
て
き
ま
し
た
。 

労
働
報
酬
下
限
額
が
大
幅
引
き
上
げ 

岸
本
区
政
の
も
と
賃
上
げ
が
実
現 

 

消防団操法大会訓練 
 

荻窪消防団の操法大会

に向けて訓練に励んでい

ます。今回も指揮者を務

めることになりました。

選手一丸となって頑張り

ます。 

杉並区において官製ワーキングプアの是正が進む 
公 契 約 条 例 の 最 低 賃 金 が 岸 本 区 政 で 大 幅 に 上 昇 

 

■官製ワーキングプアとは？ 
官製ワーキングプアとは、官公庁などで働く非正規労働

者や委託事業に従事する現場労働者の賃金が低く抑えら

れ、生活に必要な収入を得られない貧困状態を指します。

背景には、官公庁における非正規雇用の拡大や、公立施設

の建設等に従事する労働者への適正な賃金が確保されてい

ないことがあり、その是正が課題とされてきました。 

 
 

抗
議
文
は 

コ
チ
ラ 

■杉並区の公契約条例における労働報酬下限額と東京都の最低賃金 

年度 区政 
労働報酬下限額(A) 東京都の最低賃金(B) 差額 上乗せ率 

(2022年比) (2022年比) (C=A-B) (F=C/B*100) 

2022年度 田中 1,093円 (100.0) 1,041円 (100.0) +52円 約 5.00% 

2023年度 岸本 1,138円 (104.1) 1,072円 (103.0) +66円 約 6.16% 

2024年度 岸本 1,231円 (112.6) 1,113円 (106.9) +118円 約 10.60% 

2025年度 岸本 1,400円 (128.1) 1,163円 (111.7) +237円 約 20.38% 

2026年度 岸本 1,500円 (137.2) 1,226円 (117.8) +274円 約 22.35% 

※比較する東京都の最低賃金は、杉並区の労働報酬下限額の改定時点（前年 10 月に改定さ
れた最低賃金）の金額とした。（日本共産党杉並区議団調べ） 

し
か
し
、
同
区
政
で
設

定
さ
れ
た
下
限
額
は
、
東

京
都
の
最
低
賃
金
に
対

し
て
わ
ず
か
５
％
（
時
給

換
算
で
プ
ラ
ス
５
２
円
）

の
上
乗
せ
に
と
ど
ま
り
、

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

の
是
正
に
は
十
分
な
効

果
が
あ
る
と
は
言
え
ま

せ
ん
で
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
岸
本
区

政
の
４
年
間
で
労
働
報

酬
下
限
額
は
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
新
年
度

に
は
時
給
１
５
０
０
円

と
な
り
ま
す
。
東
京
都
の

最
低
賃
金

に
対
し
２

２
％
（
プ
ラ
ス
２
７
４

円
）
の
上
乗
せ
で
、
前
区

政
と
比
較
し
て
労
働
者

の
待
遇
改
善
が
大
き
く

前
進
し
て
い
ま
す
。
（
上

表
参
照
） 

暴力的行為を行った田中ゆうたろう議員に対し、

議会運営員会が問責決議を提案・本会議で可決 
 

3 月 18日の予算特別委員会において、田中ゆうたろう議員（日本
自由党杉並）が演台を叩き大声で「馬鹿な動議や決議を出している
暇があったら子どもたちのことを考えろ」など、議会の品位を損な
う発言を繰り返しました。 
これを受け議会運営委員会は問責決議案を提出。3 月 31 日の本

会議において、賛成多数で可決されました。採決の際、杉並区議会
国民民主党と無所属・都民ファーストの会のあわせて４名が退席し
ました。 
田中議員は２０２５年にも同様の暴力的な行為を行い、懲罰特別

委員会にかけられ戒告処分を受けている他、同年に警告決議を受け
ています。度重なる同議員の暴力的行為や品位を欠く発言は、区議
会の信頼を損なう行為であり、看過することはできません。 
 

また、今回も議場で党区議団に対して「ポチっ
ころになった共産党」や「ポチ」と野次を繰り返
しました。党区議団は抗議文を送付し、猛省と謝
罪、再発防止を求めています。 

 

第一回定例会報告の区議団ニュースを

配布中です。ぜひ、ご覧ください。 

 

https://www.yuiyuidori.net/jcpskd/html/menu3/2026/20260323165920.html

